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令和 ６ 月１２月 24 日 

 

柏市長 太田 和美  殿 

 

 

風早北部地域ふるさと協議会 

会 長  牧 野  好 延 

 

 

 

防災行政に対する風早北部地域住民からの要望 
 

 

 柏市民を自然災害等から守る使命に対し、日々ご尽力いただいていることに

つき、感謝申しあげます。 

 昨年度から試行された「シェイクアウト訓練の市民への参加呼びかけ」を、

今年度は事前参加登録の形で本格的に実施されました。私ども風早北部地域住

民が率先して数年前から市に要望していた要望が結実し、我々市民の声に市が

前向きに対応された好事例と評価し、今後も真摯に私どもの意見、要望に応え

ていただきたく、お願い申しあげます。 

 今年度の私ども住民の要望につき、これまでにお伝えしてきた内容の重複事

項が大半ですが、是非ともそれぞれの項目につきご対応をお願いいたします

（新規要望事項は文字の色を変えております）。 

 

１． 柏市内広範囲でのより多くの市民参加型防災訓練の実現を求めます 

これまで市防災行政が行ってきた総合防災訓練では、大規模災害発生時の

実践的対応は難しいと考えます。先ずは市内の全域を実施対象とした訓練

の実現を、各地域住民の協力で実現することを要求します。 

その中では、中学校･高校生の避難所運営への積極的な参加が期待できるよ

う、学校教育で地域ボランティア推進を訴えていただきたいと考えます。 

 

２． 市民向け屋内避難の選択先の一つとしてマイカー＆マイテント避難を可能

とする場所の調査及び確保を求めます 

私ども風早北部地域住民にとって大きな課題である「在宅避難以外の屋内

避難場所確保」につき、その解消策の一つとして私どもが強く要望するの
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が「マイカー＆マイテント」避難です。当地域内には既に、二松学舎大学

柏校において学校側との合意が図られ、非常時の住民によるマイカー避難

が可能となっています。これ以外の公園や緑地についても、車両を利用し

た住民避難となり得るスペースが幾つかあるものと思われます。 

こうしたマイカー避難を可能とする市内の公園や緑地につき、先ずは対象

地の調査を担当部局の協力の下で実施され、本件に関する私ども住民から

の意見（避難場所候補となり得る土地に関するヒアリング）にも積極的に

耳を傾けでいただきたく、要望します。 

 

３． 災害時に大怪我をしない･させないための支援を求めます 

旧沼南町地域の総合病院(災害時救急対応の医療施設)がないことから、そ

の設置が求められ、市長をはじめ市職員のご尽力で沼南体育館をその候補

地にすることまでは決まりました。一方でその関係先である、医療機関、

医療機器や製薬会社等の組織との検討協議はまだまだ不透明であり、私ど

もはその実現が相当に困難で、満足のゆく施設の実現は不可能と判断して

います。むしろ、大規模災害時に大怪我をしない、させない対策に舵をき

ったやり方が現実的であると考えます。 

大怪我をしない・させない市民向け講習会の実施、家具や家財の転倒防止

措置に関わる補助金制度の創設(現状の社会福祉主管でなく防災主管で)を

求めます。 

 

４． その他 

✓ 自主避難所開設案内を行政無線で（市民に広く知ってもらうために） 

自主避難所の市民認知度は決して高くない中で、現状の行政無線活用の

ルールはかなり狭い（限定的すぎる）と感じます。市民に広く自主避難所

を認識していただくことを優先とすべきではないでしょうか。 

✓ 避難所の出入り管理はマイナンバー読み取り機で（早期導入を） 

避難所への市民等の出入りを効率的に行うことで、これ以外に人的リソ

ースを投入可能と考えます。個人情報の管理の厳格化を担保に、人による

従前の受付作業との併用の中、是非本件の導入をご検討いただきたいと

思います。 

✓ 市内の市民防災団体の現状の活動状況の把握を（市行政の責務です） 

柏市の住民団体の防災活動やそのレベルを平時から把握すべきであり、

是非市の防災行政が積極的に調査をされるよう強く求めます。 

✓ 市防災行政のチェック機能や機関の確立を（市議会では限界があります。
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また、現状の柏市防災会議にはその役割を担っているとはいえません 

現状の柏市防災会議に一般市民を含む防災専門家や熱心な方々を加え、

年２～４回の開催（１回の開催時間は少なくとも３時間程度）を求めます。 

✓ 地域防災計画の構成見直しを（公助、共助、自助の役割記載を簡易で分か

りやすく。火山噴火対策の充実も求めます） 

✓ 市職員の働き方改革を（上記の各項目をより前進させるためには、市防災

行政に従事する職員を本庁から各地区（主要な近隣センター）分散配置は

欠かせないものと考えます） 

例えば、上記の市内の市民防災団体の活動状況の結果を踏まえ、テコ入れ

が必要と思料される市内３から４箇所の近隣センターに防災職員各２～

３名程度を配置、平時は同センター職員として勤務する傍ら、同センター

及びその周辺の３～４か所の近隣センターでの防災行政も担当するよう、

職員の勤務配置変更（身分は市民生活部併任）を要望します。 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

本件の連絡先： 

風早北部地域ふるさと協議会 

防犯防災部長 古山 博之 

☏：090-2459-8794 

メール： boux2@kazakita.org 

同副部長   石河 優子 

同副部長   石戸 幸恵 


